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対象は， 46名(男性15名，女性31名)の単純性肥満で，年齢42 :t 19歳，体重86士 19k9， Body Mass Inｭ
dex (B M 1 ) 34 士 6 kg/nfで、ある。これらの肥満者に対して減量前後の75g経口糖負荷試験 (OGT
T) を施行し， 180分までの血糖値，インスリン分泌をもとめ，さらに血清Total Cholesterol (T -C 






内臓脂肪 (Visceral fat) と皮下脂肪 (Subcutaneous fat) の容積比 (V/S比)が0.4以上の肥満
者を内臓脂肪蓄積型肥満， 0.4未満の肥満者を皮下脂肪蓄積型肥満とし，糖，脂質代謝異常との関係を検
討した。 BMI や肥満の持続時間は両群で差はなかったが，内臓脂肪蓄積型肥満ではFasting Plasma 
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Glucose(FPG) ， OGTTにおける Plasma Glucose Area (P G A) はそれぞれ130 士46mg/dP, 409 
土 155 (mg ・ min/dP) X 10- 2で，皮下脂肪蓄積型肥満の93 ::t 17mg/dP, 247:t78 (mg ・ min/dP) X 10-2 
に比し有意に高値であった。
インスリン分泌については両群間に有意な差を認めなかった。一方，血清脂質については， HDL-
Ch はほぼ同程度であったが， T-Ch ， TG は皮下脂肪蓄積型肥満では216 ::t 29mg/dP, 145:t56mg/ dP, 
内臓脂肪蓄積型肥満では256 ::t38mg/ dP, 226:t 1 07mg/ dPであり，後者は前者に比して高値を示し，高脂
血症が著明であった。以上の結果は男女別の分析においても同様に認められた。次にv/s比と PGA ，
T-Ch , TG との関係をみると，それぞれ r =0 .45, 0.61 , 0.65で有意な正相関を認め C P<O.OO l), 
v/s比の増加とともに高値を示した。さらにBM 1 ，年齢， v/s比を説明変数とした多重回帰分析




ち内臓脂肪の占める割合は減量前の22%から減量後は19%となり，これに伴ってFPG ， PGA , Tｭ
Ch , TGは有意に低下した。さらに内臓脂肪蓄積型肥満において， v/s比の変化と，糖，脂質代謝
の変動の関係を内臓脂肪が著明に減少した (v/s比の低下0.1以上)群と内臓脂肪の減少が比較的軽
度であった (v/s比の低下0.1未満)群の 2 群に分けて検討した。両群の減量による BMI の変化は
ほぼ同程度であったが，前者の群ではPGA は474土 180 (mg ・ min/dP) X 10-2 から 249:t 28 (mg ・ min/






/S) 比は， PGA , T-C h , TG と有意な正相関を示した。
2) 内臓脂肪蓄積型肥満では減量に伴い内臓脂肪が最も減少したが， V/S比の低下が大きいほど耐糖
能低下，高脂血症の改善が著しく，内臓脂肪蓄積と糖，脂質代謝異常との関連性が確認された。
論文の審査結果の要旨
本研究は，脂肪組織を皮下脂肪と内臓脂肪に区別して観測できる CTスキャンを用い，肥満症におけ
る脂肪分布と合併症との関係を検討したものである。その結果，肥満を腹腔内に脂肪が多く蓄積する内
臓脂肪蓄積型と，皮下脂肪優位の皮下脂肪蓄積型に分類しうることを見出し，前者において耐糖能低下
や高脂血症が顕著であること，また，内臓脂肪/皮下脂肪比が糖負荷試験における血糖面積，血清コレ
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ステロール，中性脂肪値と正相関することを明らかにした。内臓脂肪の蓄積が肥満症における糖及び脂
質代謝異常の発生に深い関連をもつことを明らかにした本研究は臨床代謝学上重要な知見を提供する
ものであり，学位に値する業績と認められるO
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